














（３）「カプラ」で垂直・平行づくり
「カプラ」とは、積み木のような薄いピー

スを積んで遊ぶもので、幼保小連携事業の一
環として活用され、１年生の教室にも多く置
かれていることが多い。本授業でも学校のカ
プラを活用した。子どもたちは夢中になって
積み上げていくが、立体的な構造物を作るこ
とで、建物に平行の関係が多く含まれており、
そのことに気づくことができる（写真２）。

（４）ドット図を用いた図形づくり
これはジオボードと輪ゴムを用いて様々な

図形を作る活動である。色板の敷き詰めと似
ているが、輪ゴムを使用することで外周に焦
点を当てている。この活動は、今後の平行四
辺形の作図学習につながるよう設計されてい
る（写真３）。

（５）まちの地図で垂直・平行さがし
　他社の教科書を参考にして、地図を用い

た導入を行った。具体的には、児童がまち探
検で使用する学区の簡易地図から、平行や垂
直の関係を見つけ出す活動である。たとえば
京都のように区画が整った地域を取り上げる
ことも検討したが、今回は身近な地域を対象
とした。必ずしも平行や垂直ばかりではない
が、身近な環境を異なる視点で見ることで、
垂直や平行と捉えることができるように設定
している。

（６）かぞえ棒ならべ
この活動も、色板の敷き詰めやドット図を

使った活動に似ているが、より外周を意識しつ
つ、自由度が高い点が特徴である。また、立体
的な構造を作ることも可能であり（写真４）、
より自由な発想を通して、平行や垂直の視点を
見出すことができるように設計している。

写真１　色板の敷き詰め 写真３　ドット図を用いた図形づくり

写真２　カプラを用いた垂直・平行づくり

写真４　かぞえ棒ならべ
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（７）クイズづくり
クイズづくりは、これまでの単元でも頻繁

に取り入れている活動である。学習支援アプ
リを使用し、これまでに扱った内容を基にク
イズを作成し、互いに解き合うことができる
ようにしている。問題を作成する活動は、児
童が自らの理解を確認する機会となり、教科
書やドリルを参考にして問題を作成する様子
も見られる。この活動は効果的な復習手段と
して機能している。

　
（８）作図のコツ動画づくり

動画作成の活動も繰り返し実施している。
児童たちは動画に慣れ親しんでおり、動画制
作にも高い関心を持って積極的に取り組む姿
が見られる。作図の過程をタブレット端末で
撮影し、必要に応じて文字を加えて編集する
ことで、解説動画を作成している。本授業で
は、作図動画だけでなく、問題の解き方を解
説する動画の制作も許可しており、児童が自
分の作りたい動画を自由に選択できるように
工夫している。

　
以上、本授業において設定した8つの活動

について説明した。他の授業においては、こ
れらすべての活動に取り組むことを必須とし
ているわけではなく、児童の様子を見ながら
柔軟に対応している。必要に応じて他の活動
を提案し、児童が様々な学びに取り組めるよ
う促している。

４．３　授業進行における留意点
授業を進める中で、予定の変更が生じるこ

とは当然のことである。自由進度学習とはい
え、児童の様子を見ながら、理解が不十分で
あったり、誤解が見られたりする場合には、
全体で時間を取って共有することもある。

自由進度学習では、評価がしばしば話題に
上がるが、児童が自主的に課題に取り組んで
いるからこそ、その間に一人ひとりの学びの

様子を細かく観察し、個別に応じた指導が可
能である。また、単元の中で教師が評価（丸
付け）を行う場面を何度か設けることで、児
童の理解度を確認し、必要に応じた指導を行
うことができる。さらに、教師が毎回の授業
後に児童のノートを回収し、コメントを入れ
たり、理解度を把握したりすることで、個別
の学びをより深く捉えることができる。その
ため、一斉指導を行う場合よりも、児童一人
ひとりの様子を的確に把握でき、教師が評価
についても自信を持って実施できる。

　
５．本実践の成果と課題及び今後の展望

本実践では、一斉学習と自由進度学習を組
み合わせた授業形態を試行し、児童一人ひと
りの学びを深めるためのモデルを提案した。
単元終了時に実施したペーパーテストの結果
からも、児童の理解度は十分であり、実態に
即した効果が確認された。特に「わくわく」
活動を通じて、児童が主体的に学びを選択す
る姿が見られた点が、本実践の大きな成果と
してあげられる。

授業では、児童が自己選択・自己決定を尊
重した学びに対して積極的に取り組む姿が多
く観察された。学年の後半になると、児童自
身が「〇〇のような活動をやってみたい」と
発展的な学習を提案する場面も増え、児童の
主体的な学びへの意欲が確認された。また、
学年末の振り返りでは「算数を楽しもうとす
る心が成長した」「自分で計画を立てて学習
したことで算数が楽しくなった」といった児
童からの肯定的な感想が多数寄せられた。こ
れらの意見は、児童が主体的な学びを通じて
自信や楽しさを感じていることを示している。

一方、本実践を通じて明らかになった課題
として、算数科における自由進度学習が全て
の単元に適しているわけではない点があげら
れる。具体的には、算数科の各領域において、
自由進度学習の適用可能性に差異が見受けら
れる。たとえば第4学年における「A領域 数
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と計算」では、計算問題を系統的に解くこと
が個別学習に適しているものの、発展的な学
びには学習環境の工夫が求められる。一方、

「B領域 図形」は活動的な内容が多く、自由
進度学習を導入しやすい領域である。「C領
域 変化と関係」については難しい概念を含
むため、全体での共通理解が重要となるだろ
う。また、「D領域 データの活用」は自由進
度学習でも実施可能だが、他教科との関連性
を持たせることで、さらに効果的な学習が期
待できる。

緒川小学校の実践においても、各学期に１
回程度の自由進度学習が行われており、単元
ごとの適用についての検討が必要とされてい
る。緒川小学校では「週プロとして行う活動
は、学習作業が多く、自己チェックが容易で、
一人学びに適した内容が設定される」（東浦
町立緒川小学校、2023）とされており、この
観点からも、算数科の各単元にはそれぞれ適
した学習方法があると考えられる。

今後は、自由進度学習の発展を図り、複数
の教科を同時に学習する機会を提供すること
が求められる。このアプローチにより、児童
一人ひとりの学びのスタイルに合った授業形
態がさらに追求され、教育現場全体での実践
がより充実することが期待される。

６．おわりに
本稿では、算数科における自由進度学習の

取り組みに焦点を当てたが、他教科でも同様
の実践を試みている。今後は、国語や理科、
社会といった複数教科にわたる学習効果を検
討し、より包括的な学びの成果を明らかにす
る予定である。また、本実践の効果に関しては、
アンケートなどのデータを取得していないた
め、今後は定量的なデータを収集し、児童の
学習成果や意識の変化をより精緻に検証する
ことが求められる。この分析を通じて、より
信頼性の高い実践報告を目指していきたい。

本実践は、先進的な取り組みを参考にしな

がら試行錯誤を重ねて進めてきたものである。
繰り返し実施する中で、課題は依然として残
るものの、徐々に独自の方法が確立されつつ
ある。自由進度学習の取り組みは現在も発展
途上であり、今後も改善と工夫を続けながら、
児童が楽しく主体的に学び続けられる授業の
実現を目指す必要がある。

最後に、本実践報告が、自由進度学習に興
味を持つ教育者や、新たに導入を検討してい
る方々の一助となれば幸いである。
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